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 当科に初診来院し、包含基準と除外基準をみたす顎関節症患者の連続サンプル 52 名を選択し、臨床的診察および
顎関節 MRI 検査に基づいて顎関節障害群（TMJ 群、17 名）、顎関節・咀嚼筋障害群（TMJ & MP 群、19 名）、およ
び咀嚼筋障害群（MP 群、16 名）に細病態分類した。対照群として一般歯科患者から連続サンプル 46 名を選択した。 
２. ストレス応答ホルモンレベルの定量 




により、睡眠時咬筋活動を４段階で記録した（BS 1～BS 4）。 
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４. 顎関節症重篤度の判定 









なかったが、TMJ 群、TMJ & MP 群、MP 群の順にコルチゾール濃度が高くなる傾向を認めた。特に女性において、






 顎関節症群と対照群の２群間では、唾液中コルチゾール濃度が顎関節症群のみ BS 2 に比べて BS 3（P＝.02）およ














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、唾液中のストレス応答ホルモンレベル、睡眠時ブラキシズムレベル、および顎関節症重篤度の相互関係
を調べるとともに、それらの関係の細病態別の特徴を明らかにすることにより、従来から提唱されてきたストレスレ
ベルの上昇→ブラキシズムの増大→顎関節症発症と続く顎関節症の発症機序の妥当性を検討したものである。 
 その結果、睡眠時ブラキシズムレベルの高い顎関節症患者は唾液中コルチゾール濃度が高いことが示された。また、
唾液中コルチゾール濃度は顎関節障害よりも咀嚼筋障害においてより上昇しており、その差は女性において有意であ
った。 
 以上の結果は、ストレスレベルの上昇により睡眠時ブラキシズムが増大し、咀嚼筋障害が惹起されるという顎関節
症の発症機序を支持しているものと考えられ、博士（歯学）の学位取得に値するものと認める。 
